K 君 はこの 座中で 第一 の 年長者で ある だけに、 江戸 

時代の 怪異 談を たくさんに 知っていて、 それから それ 

へと 立て続けに 五、 六 題の 講話が あった。 そのな かで 

特殊の もの 三 題 を 選んで 左に 紹介す る。 

一 新 牡丹 燈記 

剪燈新 話のう ちの 牡丹 燈記を 翻案した、 かの 山 東京 

伝の 浮 牡丹 全 伝 や、 三 遊亭円 朝の 怪談 牡丹 燈籠 や、 そ 

れら はいずれ も 有名な ものに なって いるが、 それらと 

はまた すこし 違って こんな 話が 伝えられ ている。 



嘉永 初年の ことで ある。 四 谷 塩 町の 亀田屋 という 油 

屋 の 女房が 熊吉 という 小僧 を つれて、 巿ケ 谷の 合 羽 坂 

下 を 通った。 それ は 七月 十二 日の 夜の 四つ 半 (午後 十 

あきんど みせ 

一時) に 近い ころで、 今夜 はこ こらの 組 屋敷 や 商人 店 

くさいち 

を 相手に 小さい 草市が 開かれて いたので あるが、 山の 

手の ことで あるから 月桂 寺の 四つの 鐘 を 合図に、 それ 

らの 商人 もみな 店 をし まって 帰って、 路ば たに は 売れ 

のこりの 草の葉な どが 散って いた。 

「よく 後片付け をして 行かな いんだね ご 

こんな こと を 言いながら、 女房 は 小僧に 持たせた 提 

灯の 火 をた よりに 暗い 夜路 をた どって 行った。 町家の 



「どうしたんで しょう。」 

熊 吉も息 を 呑み込んで、 怪しい 切子燈 籠の 影 を じつ 

と 見つめて いると、 それ は 余り 高く も 揚がらなかった _ 

せ ぃぜ いが 地面から 三、 四 尺 ほどのと ころ を 高く 低く 

ゆらめいて、 前に 行く かと 思う と 又 あとの 方へ 戻って 

くる。 ちょっと 見る と 風に 吹かれて 漂って いるよう 

にも 思われる が、 かりにも 盆燈籠 ほどの ものが 風に 吹 

かれて 空中 を 舞い あるく 害 もない。 ことに 薄 あかるく 

みえる の も 不思議で ある。 何 かの たましいが この 燈籠 

に 宿って いるので はない かと 思う と、 女房 はいよ いよ 

不気味に なった。 



ヽ i o , 

レ 力 」 

そんな 押 問答 をして いるう ちに、 燈 籠の 灯 は 消えた 

ように 暗くな つた。 と 思う と、 五、 六 間 さきの 方へ ゆ 

ら ゆらと 飛んで 行った。 

「きっと 狐 か 狸です よ。 畜生！」 と、 熊 吉は駡 るよう 

に 言った。 

熊吉 はこと し 十五の 前髪で あるが、 年の わりに は 柄 

も 大きく、 力 も ある。 女房 も それ を 見込んで 今夜の 供 

につれ て 来たく らいで あるから、 最初 こそ は燈 籠の 不 

思議 を 怪しんで いたが、 だんだんに 度胸が すわって 来 

て、 かれは この 不思議 を 狐 か 狸の いたずらと 決めて し 



ない ので、 亭主に は あつく 礼 をい つて、 怖々 ながら こ 

こ を 出た。 家へ 帰り 着く までに 再び 火の玉に も 盆燈籠 

にも 出逢わなかった が、 かれの 着物 は 冷汗で しぼる よ 

うに ぬれていた。 

それから 二、 三日 後に、 亀 田屋の 女房 はこ こ を 通つ 

て、 このあいだの 礼ながら に 煙草屋の 店へ 立 寄る と、 

亭主 は 小声で 言った。 

さ： ：> こ 

「まったく 相違ありません。 隣り の 家の 切 子 は、 石で 

も 当った ように 破れて いて、 誰が こんない たずら をし 

たんだろうと、 おかみ さんが 言って いたそう です。 お 

貞 さんに は 別に 変った こと もない ようで、 さっきまで 



「お 兼ち やん。 どこへ 行って いたの ご 

お 兼 ちゃんと いうの は、 この 町内の 数珠 屋の むすめ 

で、 午す ぎの 八つ (午後 二 時) を 合図に、 ほかの 友達 

と 一緒に 手習いの 師匠の 家から 帰った 後、 一度 も 表へ 

その 姿 をみ せなかつ たので ある。 お 兼 はおな おさんと 

おない 年の、 色の 白い、 可愛らしい 娘で、 ふだんから 

おとなし いので 師匠に も 褒められ、 稽古 朋輩に も 親し 

まれて いた。 

このごろの 春の 日 ももう 暮れ かかって はいたが、 往 

来 はま だ 薄 あかるい ので、 お 兼 ちゃんの 青ざめた 顔 は 

誰の 眼に も はっきりと 見えた。 ひとりが 声をかけ ると、 



かれる の は、 年弱の 二つぐ らいと 思われる 女の 児が、 

お 兼の 死骸の そばに 泣いて いた。 これ は 着物 を 着た ま 

まで、 からだに は 何の 疵 もなかった。 幸いに 野良犬に 

も 咬まれずに 無事 に 泣きつ づけて いたらし い。 その 赤 

児から 手がかりが ついて、 それ は 花 川 戸の 八百留 とい 

う 八百屋の 子で ある ことが 判った。 

か. lo- さ 

八 百 留には 上 総 生れのお 長と いう ことし 十三の 子守 

ひる 

女が 奉公して いて、 その 前日の 午す ぎに、 いつもの 通 

リ赤児 を 背負って 出た ままで、 これ も 明くる 朝まで 帰 

らな いので、 八 百留の 家で も 心配して 心 あたり を 探し 

廻って いると ころであった。 してみ ると、 お 長 は洲崎 



にか 一種の 鬼気が 宿って いたの かも 知れない。 いずれ 

にしても、 おなおさん を 初め 近所の 子供た ち は、 確か 

にお 兼 ちゃんの 幽霊に 相違ない と 決めて しまって、 そ 

の 以来、 日の 暮れる 頃まで 表に 出て いる 者はなかった。 

親た ち も 早く 帰って くるよう に、 わが 子供ら を 戒めて 

ヽ ち。 

レ 力 

しかし 子供た ちの ことで あるから、 まったく 遊びに 

出ない という わけに はいかない。 それから 十日 あまり 

も 過ぎた 後、 まだ 七つ (午後 四時) 頃 だからと 油断し 

て、 おなおさん 達が 表に 出て 遊んで いると、 ひとりが 

また 俄かに 叫んだ。 



その 暴風雨の 最も 猛烈 をき わめて いる 二十 五日の 夜 

したや おかちまち 

の 四つ (午後 十 時) 過ぎで ある。 下 谷 御徒町に 住んで 

もろず み おかち 

いる 諸 住 伊四郎と いう 御徒 士 組の 侍が、 よん どころ な 

い 用向きの 帰り路に 日本 橋の 浜 町 河岸 を 通った。 

彼 はこの 暴風雨 を 冒して、 しかも 夜 ふけに なぜ こん 

なと ころ を 歩いて いたかと いうと、 新大 橋の 抉に ある 

松 平相模 守の 下屋敷に 自分の 叔母が 多年つ とめて いて、 

それが 急病に かかった とい う 通知 をき ようの 夕刻 に 受 

取った ので、 伊四郎 は 取りあえず その 見舞に 龃け 付け 

たので ある。 叔母 はなに かの 食 あたりであった らしく、 

としゃ 

一時 は ひどく 吐瀉して 苦しんだ。 なにぶん 老年の こと 



のうちに は小歇 みになる だろうと 待って いたが、 夜の 

ふける につれ ていよ いよ 強くなる らしい ので、 伊四郎 

も 思い切って 出る ことにした。 叔母 はいつ そ 泊って 行 

けと 言った が、 よその 屋敷の 厄介になる の も 心苦しい 

のと、 この 風雨で は 自分の 家の こと も 何だか 案じられ 

るのと で、 伊四郎 は 断って そこ を 出た。 

出て みると、 内で 思って いたよりも 更に 烈しい風 雨 

であった。 とても 一と 通りの ことで は 歩かれな いと 覚 

±J も だ 

悟して、 伊四郎 は 足袋 をぬ いで、 袴の 股 立ち を 高く 取つ 

て、 素足に なった。 傘な ど は 所詮なん の 役に もた たな 

いので、 彼 は 手拭で 頰か むり をして、 片手に 傘と 下駄 



「あれ はほんと うの 龍 かしら。 大きい 鯉 かなん ぞの鱗 

じ やない かな ご と、 同役の ある 者 は 蔭で ささやいた。 

「いや、 普通の 魚の 鱗と は 違う。 北条時 政が 江の 島の 

、-ゎ や 

窟で 弁財天から 授かった という、 かの 三つ 鱗の たぐ 

いらし いご と、 勿体ら しく 説明す る 者 もあった。 

「してみ ると、 あいつ 北条 にあ やかって、 今に 天下 を 

取る かな ご と、 笑う 者 もあった。 

「天下 を 取らず とも、 組頭ぐ らいに は 出世す るか も 知 

れ ない ぞご と、 羨まし そうに 言う 者 もあった。 

こんな 噂が 小 ひと 月 も つづいて いるう ちに、 それが 

叔母の 勤めて いる 松 平相模 守の 屋敷へ もき こえて、 一 



れは お前の 家の 宝 じ や。 大切に 仕舞って 置きな され ご 

これ は 奥から 下された の だとい つて、 伊四郎 はこ こ 

でお 料理の 御馳走に なった。 彼 は 酔わない 程度に 酒 を 

のみ、 ひる 飯 を 食って、 九つ 半 (午後 一時) 過ぐ る 頃 

いとま 

にお 暇 申して 出た。 

彼が 屋敷の 門 を 出た の は、 門番 もた しかに 見届けた 

ので あるが、 伊四郎 は それぎ り 何処へ 行って しまった 

のか、 その 日が 暮れても、 御徒町の 家へ は 帰らな かつ 

た。 家で も 心配して 叔母のと ころへ 聞 合せる と、 右の 

次第で 屋敷の 門 を 出た 後の こと は 判らなかった。 それ 

から 二日 を 過ぎ、 三日 を 過ぎても、 伊四郎 は その 姿 を 



底本 ： 「影 を 踏まれた 女」 光文社 文庫、 光文社 

1988 (昭和 S) 年^ 月^日 初版 ー 刷 発行 

2 o o 1 (平成 U) 年 9 月 5 日 3 刷 

初出" 

新 牡丹 燈記 「写真 報知」 

1924 (大正 U) 年 6 月 

寺 町の 竹 藪 「写真 報知」 

1924 (大正^) 年 9 月 

龍 を 見た 話 「週刊 朝日」 

1924 (大正 U) 年^ 月 

※底本 は、 物 を 数える 際 や 地名な どに 用いる 「ケ」 



区 



点 番号 5-86) を、 大振りに つくって います。 

入力 ： 門田裕 志、 小 林繁雄 

2006 年 ー 月^日 作成 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jrv) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



